
　
大
規
模
災
害
に
備
え
、
消
防

ポ
ン
プ
蔵
置
所
の
耐
震
化
や

機
能
強
化
の
た
め
、
移
転
・
建

て
替
え
を
進
め
て
い
た
坂
本

分
団
窪
野
消
防
ポ
ン
プ
蔵
置

所（
窪
野
町
）が
完
成
し
ま
し

た
。

　

２
月
18
日
に
行
わ
れ
た
落

成
式
で
は
、
建
設
用
地
の
一
部

を
提
供
い
た
だ
い
た
西
条
市

の
大
南
清
美
さ
ん
と
、
蔵
置
所

シ
ャ
ッ
タ
ー
の
イ
ラ
ス
ト
を

デ
ザ
イ
ン
し
た
久
谷
中
学
校

２
年
生
の
林
涼
太
さ
ん
に
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
野
志
市
長
は「
災
害
時
に
は

地
域
の
消
防
団
員
の
皆
さ
ん

の
存
在
が
必
要
。
こ
の
蔵
置
所

を
地
域
防
災
の
拠
点
と
し
て
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
安
全
・
安
心

の
た
め
活
動
し
て
ほ
し
い
」と

述
べ
ま
し
た
。

問
（消）
地
域
防
災
課
☎
926
９
２

２
９
・
926
９
１
８
９

　
「
松
山
市
観
光
俳
句
ポ
ス
ト
」

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
俳
句

ポ
ス
ト
を
、４
月
１
日
か
ら「
俳

都
松
山
俳
句
ポ
ス
ト
」に
名
称

変
更
し
ま
す
。
ま
た
、
四
季
に

合
わ
せ
て
、
選
句
の
回
数
を
３

カ
月
に
１
回
と
し
ま
す
。
松
山

の
俳
句
文
化
を
春
夏
秋
冬
と
共

に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら「
道
後

温
泉
別
館 

飛あ

す

か鳥
乃の

湯
ゆ

泉
」(

道

後
湯
之
町)

に
も
俳
句
ポ
ス
ト

を
設
置
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
２
月
15
日
に
市
教
育
研
修
セ

ン
タ
ー(

文
京
町)

の
研
究
発
表
会

「
ま
つ
や
ま
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８
」を
開
催
し
、

市
内
外
か
ら
小
・
中
学
校
の
教

員
な
ど
約
２
８
０
人
の
教
育
関

係
者
が
参
加
し
ま
し
た
。「
子
ど

も
た
ち一人一人
が
分
か
る
喜
び

や
共
に
学
ぶ
喜
び
を
実
感
で
き

る
授
業
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
、

同
セ
ン
タ
ー
で
の
取
り
組
み
の

発
表
や
、
研
究
協
力
校
で
あ
る

東
雲
小
学
校
と
東
中
学
校
と
の

公
開
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
公
開
授
業
で
は
、
愛
媛
大
学・

三
浦
和
尚
副
学
長
が
、
東
中
学

校
１
年
生
の
生
徒
に
授
業
を
行

い
、
参
加
者
は
熱
心
に
参
観
し

て
い
ま
し
た
。

問
（教）
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
事
務

所
☎
989
５
１
４
４
・
922
２
４

７
７

坂
本
分
団
窪
野
消
防
ポ
ン
プ

蔵
置
所
が
完
成

俳
句
ポ
ス
ト
の
名
称
と

選
句
回
数
が
変
わ
り
ま
す

ま
つ
や
ま
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８
を
開
催

消
防
団
の
活
動
拠
点

「みんなの生活展2018」
　　 出展団体募集

対象  市内を中心に消費生活、環
境、健康について公益活動をして
いる、営利を目的としない団体
申し込み  ５月７日㈪（必着）。直
接または郵送・ファクス・ｅメー
ル。申込用紙（みんなの生活展事
務局〈市役所本館１階市消費生活
センター内〉、市ホームページにあ
り）を〒790-8571みんなの生活
展 事 務 局  shouhi@city.matsu
yama.ehime.jpへ

問
市
民
参
画
ま
ち
づ
く
り
課
☎
948

６
９
６
３
・
934
３
１
５
７

坂本分団窪野消防ポンプ蔵置所

昨年の様子

俳都松山俳句ポスト
（花園町）

５／７
（必着）

問みんなの生活展事務局（市消費生活センター内）☎︎948-6381・ 934-1768

　10月20日㈯に大街道商店街で開催する「みんなの生活展2018」の
出展団体を募集します。（今回から単日開催となります）

三浦先生の公開授業（国語科）

設立総会の様子

問
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
課
☎

948
６
３
３
３
・
934
２
３
３
６

　
市
長
が
子
育
て
支
援
に
熱
意
と

ス
ピ
ー
ド
感
を
大
切
に
し
て
い
る

こ
と
を
知
り
、
子
ど
も
た
ち
の
未

来
は
明
る
い
と
期
待
の
持
て
た
タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
し
た
。

髙田 智世さん
（北立花町）

子
ど
も
の
明
る
い

未
来
に
期
待

「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
広
が
る
ま
ち
」

　

市
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
役
員
と
保
護

者
の
代
表
29
人
が
参
加
し
、「
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
が
広
が
る
ま
ち
」を
テ
ー
マ
に
２
月
21
日
、
世

代
別
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
市
青
少
年
セ
ン

タ
ー（
築
山
町
）で
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
公
園
利
用
の
規
制
緩
和
や

学
校
生
活
な
ど
に
関
す
る
意
見
や
要
望
が
あ
が

り
ま
し
た
。

　
野
志
市
長
は
、市
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
説
明

す
る
と
と
も
に
、「
子
ど

も
た
ち
は
、す
ぐ
に
成
長

す
る
の
で
、子
ど
も
へ
の

施
策
は
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
や
っ
て
い
き
た

い
」と
話
し
ま
し
た
。

意
見・要
望

◦
公
園
は
規
制
が
多
い

が
、子
ど
も
た
ち
が
ボ
ー

ル
で
遊
べ
た
り
、自
転
車

に
乗
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
り
す
る
と
い
い

・
市
の
自
転
車
教
室
の

内
容
を
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て

ほ
し
い

感
　
想

◦
一
つ
一
つ
の
質
問
に
丁
寧
に
答
え

て
も
ら
え
て
、
分
か
り
や
す
か
っ
た

・
問
題
を
解
決
す
る
方
向
で
話
を
し

て
も
ら
え
た
の
が
、と
て
も
よ
か
っ
た

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
、今
後
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た

世 代 別    タウンミーティング
市長と話そう！

　
地
域
住
民
や
団
体
が
連

携
し
て
組
織
す
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
型
の
住
民
自
治
組

織「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

は
、
市
内
41
地
区
中
28
地

区
で
協
議
会
ま
た
は
準
備

会
が
設
立
さ
れ
て
い
ま

す
。
久
枝
地
区
で
は
２
月

14
日
に
協
議
会
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
市
は
引
き
続

き
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を

ま
ち
づ
く
り
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
、
組
織
の
成

熟
度
に
応
じ
て
一
定
の
権

限
、
責
任
と
財
源
を
徐
々

に
移
譲
し
、
協
働
し
て
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

久
枝
地
区
の
課
題
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
地
域
全
体
の
融
和
と
協
力
が

重
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
地
区
内
各
種
団
体
や
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
未
来
に
向
け
た「
ひ
さ

え
だ
」の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

～
私
た
ち
の
ま
ち
は
私
た
ち
の
手
で
！
～

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
新
た
に
設
立

久枝地区

会長
吉岡　隆さん

問
文
化
・
こ
と
ば
課
☎
948
６
５
２
４
・
934
１
２
８
７

テ
ー
マ

タウンミーティングの様子

地
域
全
体
の
融
和
と
協
力
が
重
要
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